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クロマグロ種 蔚生産における初期減耗の原因とし

て,浮 ヒ弊死と沈降死がある。浮上弊死では,仔

魚が,遊 泳能力の弱い時期に,エ アレーションに

よって起こされた水流 によって運 ばれて水面に触

れ,シ ョックで皮膚粘 液を大量に分泌し,表 而張

力により仔魚が水面 に吸着されて動けなくなり死

に至ると考えられている。そこで本研 究ではエア

レーションにおける通気量の多少と浮 ヒ弊死の頻

度の関係を明らかにする飼育実験を行った。

材料および方法

供 試 魚 近 畿 大学 水 産 研 究所 人 島 実 験 場 で 養

成 した1995・6年 級 群 クロマグロ天然 養殖 親魚 か

ら,2001年8月2日18時35分 採 卵 し,卵孚化 して

得 た 仔 魚 を用 い た。採 卵 時 の 表 面 海 水 温 は

27.2℃ であった。採卵 は以 下の 方法 で行った。親

魚養 成 用 の生篭 の 内側 に,浮 ヒ卵 の流 出 防 止を

目的に,深 さ2.Omの 青色 のビニー ルシー トを設

置した。卵 の細 粒 は,ナ イロン製 のプランクトンネ

ット(1×2×3m,目 合 い576μm)を 川いて行った。

このプ ランクトンネットを生 篭 内 に浮 かべ,周 囲 を

沿 うように,ま たは対 面 で 曳網 して生篭 内で 自然

産卵 させた卵 を収容 した。採 卵 した卵 は艀 化 水槽

に持 ち帰 り,沈 下卵 とごみ を除 去 した 後 ネット内

(1×1×lm)に 収 容 した。

実験 区の設 定 通気 量を5段 階 に変えた実験 区,

それぞ れ1分 間 に600,450,300,150,50m£ を設

定した。飼 育水槽 には200£ 容ポリカーボ ネー ト

水 槽 を用 い,各 区2水 槽 で行 った。各実験 区の収

容卵 数 は3000と した。卵孚化した仔魚 には艀 化後3

口令 からワムシ(β槻c痂o〃鋸ro1〃 〃14所)朋1のを 与え,

給 餌 開 始 以 降,飼 育 水 に は ナ ノクロロプ シ ス

(ノVと1ηアzoc1110πρρ、∫1、∫sp.)を 添 加 した。換 水 率 は,卵 孚

化 後3日 令で30%か ら開始 し,卵孚化後4日 令 以

降は,毎 日10%ず つ増 や し,水温,pHは 午前1

回8時,午 後1回4時 に測定 した。

午 前 中に各水 槽か ら飼 育水2Cを ハンドカップ

で採 取 し,尾 数 を計 数 後,全 長 を測 定 して,成 長

と生 残 数 を調 べ た。浮 ヒ弊 死の 観 察 は,毎 日 目

中 にどの程 度 起 こってい るか を 目視 により観 察 し

た。

統 計 解 析 実 験 終 了時8日 令 の 全 長 の 差 を

FisheビsPLSD法 により検定 した ψ<0.05)。 統 計

処 理 はコンピュータプログラムStatVivew5.0(SAS

InstituteInc.USA.Cary)に よった。

結 果

各 水 槽 の 生 残 率,全 長 と飼 育 環 境 をFig.1に

示 した 。卵孚化 後1日 令 で の 生 残 率 は600mC/min

区 で90.0%,450mC/min区 で81.7%,300
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mC/min区 で103.3%,150mC/min区 で78.3%そ

して50mC/min区 で98.3%で あった。日令が進 む

につれ て,各 実験 区ともに生残 数 は減 少 し,卵孚化

後8日 令での生 残率 はそれ ぞれ13.3%,16.7%,

16.7%,20.0%,ll.7%で あった。卵孚化 後30令 ま

で は,通 気 量 が50mC/min区 を除 い た300

mC/min区 以 下で生残数 の多 い傾 向がみ られ た。

成長 は50mε/min区 で他 の 区より比べ 有意 に低

い値を示 した。

艀 化後1日 令 の午 前の観 察 からすべ ての 実験

区 で大 量 の浮 上驚 死 が観 察 され た。2日 令 では

50mC/min区 だ けが浮 」二弊死 が観 察されなかった。

卵孚化 後4日 令で は600mε/min区 が数十 個体,50

m£/min区 を除い た実験 区で数 個体 の浮L弊 死

が観察 され た。600m£/min区 だけが艀 化後7口

令 まで浮 上弊 死 が観 察され た。この ように通 気 琶

が多い 区で浮 上 驚死 が多い結 果となった。

考 察

飼 育 水 面 に油 膜 を形 成 しない場 合,通 気 量が

600m£/min区 で浮 」二弊 死が 著しく,3日 令 までは

50mC/min区 を除いた300m£/min区 以 一ドで生残

数 がや や 多い傾 向 があった。通 気 量 が 多 いと浮

上 驚 死 しや す い 傾 向 は チ ャイロマ ル ハ タ,

βρ1耀助 θ1〃8colo14e820)で も報告 されている。しか

し逆 に,山 岡21)は キジハ タにお いては,通 気 量

が多 いと,水 面 に張 り付 い た仔 魚 が水 流 で 表 面

表 力か ら逃 れ られ るため に浮 上 驚死 防 止 に効 果

があるとしている。クロマグロ仔魚 においては通気

量が 多くても,水 面 に吸 着 され た仔魚 は水 面から

逃 れ られ ず に死 に至った と推 測 される。また通気

量 が少 ない場 合 には,浮 ■L弊死 が初 期 に起 こら

ないことか ら,自 らの遊 泳で水 面に近 づくことはあ

まりないのであろう。

クロマグロ仔 魚 の飼 育 にお ける通 気 量 としては

150mC/min,300m£/minが 適 していると考 えられ

る。本 学 水産研 究所 大 島実験 場 においては,ク ロ

マグロ種 酋 生産試 験 で通 気 量が300m£/min程 度

で実施 されている。
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